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２ 授業で使う理科薬品の取り扱いのポイント  

(1) アルコール(エタノール C2H5OH・メタノール CH3OH） 
ア 教科書では？ 
○ アルコールランプの燃料として使用します。（メタノール） 

・ ４年「温度を変えて，かさの変化を調べよう」 

・ ４年「もののあたたまり方を調べよう」 

・ ４年「変身する水を調べよう」 

・ ５年「もののとけ方」 

・ ６年「水よう液の性質」 

○ 葉の脱色や色素の抽出に使用します。（エタノール） 

・ ６年「生き物と養分」 

 

イ どんな薬品？(p.85 参照) 

アルコールとは，アルコール類の総称で，一般的にエタノールを指します。 

○ エタノール（エチルアルコール）  沸点 78.3 ℃  危険物  

・ 酒，みりんに含まれており，口に入っても毒性はありません。 

・ 無色透明で特異臭をもつ引火性の液体です。（引火点は 12℃と低い） 

・ 蒸発しやすく，空気との混合ガスは引火爆発の危険があります。 

・ 葉の脱色や色素の抽出，試薬の溶媒などに使用されます。 

○ メタノール（メチルアルコール）  沸点 64.6℃  劇物・危険物 

・ 無色透明で特異臭をもつ引火性の液体です。（引火点は 11℃と低い） 

・ 吸湿性があり，蒸発しやすく，光で変色します。 

・ エタノールと同様に水に溶けやすい性質です。 

・ アルコールランプの燃料として利用されます。 

 

ウ 使うときは？ 

○ 燃料用アルコールを缶で購入することがありますが，必要以上の購入はやめましょう。 

○ 直火で加熱すると引火の恐れがあり，大変危険です。加熱する場合は熱湯で行いましょう。 

○ 光が当たらない場所に密閉して保存します。 

○ 廃棄する場合は，水で薄めて廃棄するか，紙などに染み込ませて，戸外の広い場所に穴を掘り，

その中で遠くから点火して焼却しましょう。 

 

エ 気を付けよう！ 

○ メタノールは有毒です。目や皮膚に付いたら，水で洗い流しましょう。誤飲すると失明や死に

至る危険があります。 

○ アルコールを利用した後の容器は水できれいに洗浄しましょう。(爆発事故が過去に起きていま

す) 

○ 取り扱う際は，室内のストーブや電気コンロなどもすべて消しましょう。（アルコール蒸気は

空気より重いので，低い方に流れて引火する危険があります） 

○ 万一引火したときには，慌てずにまず燃えている容器の口にふたをしてアルコールランプの火

を消せば大事に至らずに消えます。ビーカーのような密栓できない容器のときは，ぬらした雑巾

で覆うようにします。 
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(2) ヨウ素液（ヨウ素ヨウ化カリウム溶液）  

ア 教科書では？ 

○ ５年「植物の発芽」 

・ 種子にヨウ素液をかけて，デンプンの有無を確かめます。 

○ ６年「植物の葉と日光」 

・ 植物がデンプンを作るのに，日光が関係しているかを調 

べます。 

○ ６年「からだのつくりとはたらき」 

・ だ液がデンプンを分解することを調べます。 

 

イ どんな薬品？ 

○ ヨウ素液は，ヨウ素をヨウ化カリウム溶液に溶かしたもので，うすい黄色の液体です。 

（ヨウ素は水にあまり溶けません） 

○ デンプンやビタミンＣの検出に用いられます。デンプンにヨウ素液をかけると，青紫色に染まり

ます。これをヨウ素デンプン反応と言います。 

○ ヨウ素液は光が当たると分解してしまうので，褐色びんに入っています。 

○ ヨウ素（Ｉ２）は特異臭をもつ昇華しやすい暗紫色の結晶で，有毒です。 

○ ヨウ化カリウム（ＫＩ）は大気中の水蒸気を吸収して溶ける性質や光変性がある白色の結晶です。 

○ ヨードチンキはヨウ素をヨウ化カリウム・エタノール溶液に溶かしたもので，救急ばんそうこう

のガーゼに塗ってあったり，うがい薬に用いられたりしています。 

 

ウ 使うときは？ 

○ ヨウ素液は揮発性があるので，時間が経つと効果がなくなります。 

○ ヨウ素デンプン反応に用いるときは，「ビールの色程度」に水で薄めるときれいな反応が見られま

す。ヨウ素液の濃さに注意しないと，濃すぎて青紫色が黒っぽく見えることがあります。デンプン

の種類によっては，赤紫色に染まるものもあります。 

○ ヨードチンキを用いる場合は，水：ヨードチンキ＝３：１程度に薄めると効果的です。 

○ 光に当たると性質が変化するので，褐色びんに入れて保管してください。 

○ 廃棄する場合は，多量の水で希釈して流してください。 

 

エ 気を付けよう！ 

○ 毒性は弱いのですが，目や口に入らないように注意して使います。もし，目に入ったり口に入っ

たりしたときには水でよく洗います。 

○ 間違って衣服や皮膚に付いたらなかなかとれません。そういう時はチオ硫酸ナトリウム(ハイポ)

を水に溶かした溶液を付けるとあっという間に色が消えます。 

 ※ ハイポ…水道水のカルキ抜きに使われる粒状の薬品で，ペットショップなどに売っています。 

○ アンモニアと反応して爆発性の窒化ヨウ素を生じます。 
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(3) ホウ酸（H3BO3） 
 ア 教科書では？ 

○ ５年「もののとけ方」 
・ 温度による溶ける量の違いを調べるため，食

塩やミョウバンなどと共に使用します。 
○ ６年「水よう液の性質」 
・ 弱い酸性の水溶液として使用します。 

 
 イ どんな薬品？ 

○ 無色透明の鱗片六辺形の光沢のある結晶と砂粒

状の結晶の２種類があります。砂粒状の方が早く

水に溶けます。 
○ アルコールにはよく溶けますが，冷水にはわずかしか溶けません。しかし，水温が上がるにつれ

て溶解度が大きくなります。（下表参照） 
  
 ウ 気を付けよう！ 

○ ホウ酸を多量に摂取すると危険です。(致死量は大人で 20ｇ，子供で５ｇ) 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考＞ 

☆ 塩化ナトリウムについて 
市販のものには，「食卓塩」「精製塩」「家庭塩」「食塩」があります。「食卓塩」「精製塩」には

炭酸マグネシウムが入っているために水溶液が白濁することがあります。「食塩」は純度が高く，

炭酸マグネシウムが少ししか含まれないため，実験に適していると言えます。 
☆ ミョウバン 
溶解度が大きいので，濃い水溶液を冷やすと，大きな結晶が比較的簡単に析出します。 
（詳細は次ページ） 

 

溶解度(水100? に対して)
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ホウ酸 2.71 4.88 8.9 14.8 23.5 38

ミョウバン 3 5.9 11.7 24.75 71 119

塩化ナトリウム 26.28 26.38 26.65 27.05 27.54 28.2

0 20 40 60 80 100

 

溶解度（水 100 ㎤に対して） 
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(4) ミョウバン（ｶﾘｳﾑﾐｮｳﾊﾞﾝ･ｶﾘﾐｮｳﾊﾞﾝ･硫酸ｶﾘｳﾑｱﾙﾐﾆｳﾑ）AlK(SO4)2・12H2O  
ア 教科書では？ 

○ ５年「もののとけ方」  
・ ものの溶け方でホウ酸の代わりに用いたり，結晶作りに使われ

たりします。 
 

イ どんな薬品？ 

○ 白色の結晶又は粉末です。 
○ ナスの漬け物の色を保ったり，ゴボウやレンコン，サトイ                  

モなどのあくの強い野菜が変色するのを防ぐために使ったりしま

す。しおれやすい花の日持ちをよくすることにも使用されます。 
○ ホウ酸と同じように，温度上昇とともに溶解度が非常に大きくなります。そのため，温度差によ

る物の溶け方の違いを調べる実験では，多量に使うことになります。 

 

ウ 使うときは？ 

＜結晶の作り方＞ 

ⅰ 種結晶を作る。 
 

ⅱ 結晶を作る。 
 

 
エ 気を付けよう！ 

○ 容器の底に結晶が析出すると，固くなりビーカーから取り出し 
にくくなります。 
○ 薬局などで市販されているのは焼きミョウバンです。結晶が作 
りにくいので，結晶水付きの生ミョウバンを使用しましょう。 

 

① コップに熱湯を 100 ㎤入れます。（ポットの湯で大丈夫！） 
② ミョウバン 20ｇを入れ，完全に溶けるまでよくかき混ぜます。

③ 浅い容器に入れて，一昼夜静かに放置します。 
④ 結晶ができるので，形のよいものを選んで種結晶にします。 

①②は上記の種結晶を作るときと同じです。 
③ 静かに置いておき，ゆっくり冷やします。（20～30 分ぐらい）

④ 36℃くらいまで冷えたら，ミョウバンの種結晶を入れます。種

結晶は，液の真ん中よりやや下になるように高さを調節してから

液の中に入れましょう。 
種結晶は，大きめの結晶を使います。熱したエナメル線を結晶

に刺すと簡単に付きます。 
⑤ あとはそのまま静かに待つだけです。２日でほぼ完全に結晶が

できます。周りをタオルなどで覆ってゆっくり冷やすようにする

とよいでしょう。もっと大きな結晶を作りたいときは，釣り用の

クーラーボックスや発泡スチロールの箱に入れ，ゆっくりと冷や

します。 

種結晶の大きさは５㎜ぐらい 

大きいビーカーを使いましょう 

もっと大きいものを作る場合は

10 日程置きます。 
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(5) 過酸化水素水（H2O2） 

ア 教科書では？ 

 ○ ６年「ものの燃え方と空気」 
・ 酸素を発生させる実験の際に使います。二酸化マンガンと反応させて 
使います。 

 
 イ どんな薬品？(p.85 参照) 

○ 市販の過酸化水素水は，30～35％程度の濃度の濃い溶液です。実験のと 

きは必ず薄めて使います。 

○ 薬局では３％程度の薄い溶液を「オキシドール」と呼んでおり，漂白剤 

・消毒剤として利用されています。 
 

 ウ 使うときは？ 

○ 調整の仕方 

・ 取り扱うときには手袋を使いましょう。手に付くと皮膚がただれたり，軽いやけど状態になる

ことがあります。また，ふたを開けるときは，発泡して噴き出すこともあるので注意しましょう。 

・ 酸素を発生させるときは，３～６％程度に薄めて使用します。５％程度に調整すると酸素が適

度に発生し安全に実験が行えます。（下に５％過酸化水素水を 500 ㎤ 調整する例を挙げています） 

 

 

 

○ 保管の仕方 

・ 遮光し，中央に小さな穴が開いている 

ガス抜きの栓をして冷暗所で保存しまし 

ょう。冷蔵庫での保管が最適です。 

・ 発火や爆発の恐れがあるので，金属粉末 

や可燃性液体（メタノールなど），二酸化  

マンガンなどと並べて保管しないように 

します。 

○ 廃棄の仕方 

・ 多量の水で薄めて廃棄します。 

 

エ 気を付けよう！ 

○ 皮膚に付いた場合は，多量の流水でよく洗い流します。目に入った場合は多量の水で洗い，医師

の診察を受けましょう。(p.76 参照) 

○ 不燃性ですが，発生した酸素により火災になる恐れがあります。周りに火気がないことを確認し

て実験しましょう。 

＜事故例＞ 

・ 酸素を発生させようとして，30％過酸化水素水に二酸化マンガンを加えたら，急激に反応した

ため容器が破損した。 
 

過酸化水素水 76 ㎤を

メスシリンダーで測

り取る。 

300 ㎤程度の水に，測

り取った過酸化水素

水を加える。 

水を加えて，全量を

500 ㎤にする。 

30％過酸化水

素水を使って

調整する場合 

 過酸化水素水 
※ 市販の過酸化水素水が

35％の場合は，過酸化水素

水を 65 ㎤とすると同じ

５％の濃度に調整できま

す。 

 

水 
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(6) 二酸化マンガン（MnO2） 

ア 教科書では？ 

○ ６年「ものの燃え方と空気」 
・ 過酸化水素水と反応させて酸素を発生させ，気体の燃焼実験

などに用います。 
 
イ どんな薬品？ 

○ 二酸化マンガンは黒い粉末又は粒状の物質で，乾電池にも用い

られています。 
○ 過酸化水素水から酸素を発生させるときの触媒として働きます。

また，塩酸を加えて加熱すると塩素を発生します。 
 
 
ウ 使うときは？ 

○ 二酸化マンガンは，過酸化水素水との触媒面積が広いほどよく

反応します。粉末のものを使うと急激な反応を起こすことがある

ので，必ず粒状のものを使います。 
○ 急激に反応するのを防ぐために，二酸化マンガンはあらかじめ

水で濡らしておきましょう。 
○ 250 ㎤の集気ビンなら，５％の過酸化水素水 30 ㎤に対して，二

酸化マンガン約 0.3ｇくらいを入れます。薬用のオキシドールの

場合は，濃度が３％なので，これより少し多めに入れます。 
○ 使い終わった二酸化マンガンは，再利用できるので，捨てずに， 
水ですすいだ後，乾燥させて保存するとよいでしょう。 

 
エ 気を付けよう！ 

○ 反応が遅いからといって，過酸化水素水を濃くして二酸化マンガンと反応させないようにしまし

ょう。爆発の危険性があります。 
○ 二酸化マンガンを保存するときは，塩酸とは別に保管しましょう。化学反応を起こして塩素を発

生させることがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化マンガン（粒状）
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(7) 石灰水（水酸化カルシウム Ca(OH)2飽和水溶液）  

ア 教科書では？ 

○ ６年「ものの燃え方と空気」 
○ ６年「からだのつくりとはたらき」 
・ 二酸化炭素の存在を確かめるために使われます。 

○ ６年「水よう液の性質」 
・ アルカリ性の水溶液として使われます。 

 
 イ どんな薬品？ 

○  水酸化カルシウム（消石灰）の飽和水溶液で，水と水酸化カ

ルシウムを混ぜてできた上澄み液を石灰水と言います。 

○  二酸化炭素と反応すると，白く濁る性質をもっています（白

色の炭酸カルシウムの沈殿が生じます）。 
 
ウ 使うときは？ 

○ 作り方 

・ 水に水酸化カルシウム（消石灰）を入れてよくかき混ぜ，１日以上放置して生じた上澄み液を

使います。 

・ 水酸化カルシウムは水 100 ㎤ に 0.1g 程度しか溶けません。調整するときの目安量は，下の表

のとおりです。 

 水 水酸化カルシウム 

試薬びんなど 500 ㎤ 10g 

石灰水採集びん 2000 ㎤ 100g 

○ 保管の仕方 

・  空気中に長時間放置しておくと，空気中の二酸化炭素を吸収して 

白濁してしまうので，専用の容器（石灰水採集びん）に入れ，しっ 

かりふたをして保管します。 

・  沈殿物が混ざって濁ってしまうと，石灰水として利用できなくな 

り，上澄み液ができるまでには長時間かかってしまいます。 

・ 水酸化カルシウム（消石灰）の溶け残りが容器を腐食させること 

があるので，長い期間そのまま放置しないようにします。 

○ 廃棄の仕方 

・ 水溶液を廃棄するときは，多量の水で薄めて廃棄します。 

 

エ 気を付けよう！ 

○ 消石灰はグランドなどに白線を引くときに使う粉です。消石灰や石灰水にはタンパク質を侵す性

質があるので，特に目に入らないように注意します。目や皮膚に付いた場合は，すぐに多量の水で

洗い流すようにします。 

○ 二酸化炭素を吹き込む実験などで口に入った場合は，口をよくすすぎます。 

 

 

石灰水採集びん 
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(8) 塩酸 (HCl)  
ア 教科書では？ 

○ ６年「水よう液の性質」 
・ 酸性の水溶液として使われます。 
・ 金属を溶かす水溶液として使われます。 
・ 気体が溶けている水溶液として扱われます。 

 
イ どんな薬品？(p.85 参照) 

○ 塩酸は塩化水素という気体を水に溶かして作った強酸性の水

溶液です。強いにおい(刺激臭)がするのは塩酸から塩化水素が

気化するためです。また，金属を溶かす性質があり，金属を溶

かす実験によく用いられます。 
○ 塩酸を扱う実験をする際には，換気に気を付けましょう。また，塩酸を熱すると，塩化水素が一

層激しく空気中に出てくるので，注意が必要です。 
 
ウ 使うときは？ 

○ 調整の仕方  
・ 塩酸を薄めるときには，水に塩酸を少しずつ加えていきます。逆にする(塩酸に水を加える)と

発熱して液が飛び散ることがあります。 
・ 市販されている塩酸は 35％（12Ｍ）の濃塩酸なので，授業で使うときには前もって薄めておく

必要があります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 廃棄の仕方（p.86 参照） 
 

エ 気を付けよう！ 

○ 塩酸が目に入ったときには，すぐに大量の水で洗浄し，医師の診断を受けましょう。 

12M塩酸 125㎤をメス

シリンダーで測り取

る。 

 

300 ㎤程度の水に，測

り取った塩酸を加え

る。 

 

 

水を加えて，全量を

500 ㎤にする。 

35％(12M)塩酸

を使って希塩酸

(３M)500㎤を作

る場合 

12M 塩酸 83 ㎤をメス

シリンダーで測り取

る。 

35％(12M)塩酸

を使って希塩酸

(２M)500㎤を作

る場合 

12M 塩酸 42 ㎤をメス

シリンダーで測り取

る。 

35％(12M)塩酸

を使って希塩酸

(１M)500㎤を作

る場合 

○ 保存の仕方 
・ 希釈した塩酸は，試

薬びん(空きびんでも

よい)に入れて密栓を

して保存します。 
・ 薬品名，濃度，調整

日，製造者名を記録し

たラベルを試薬びん

に貼り付けておきま

しょう。 

塩酸 

水 
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(9) 水酸化ナトリウム（NaOH） 
 ア 教科書では？ 

 ○ ６年「水よう液の性質」 
・ アルカリ性の水溶液として使われます。 
・ アルミニウムを溶かす水溶液としても使われます。 

 
 イ どんな薬品？(p.85 参照) 

 ○ 白色で，粒状の固体で，別名「苛性ソーダ」とも言います。 
 ○ 強アルカリで，劇物（５％から劇物扱い）です。 
○ 加水発熱性，潮解性（湿気を吸収して溶ける）があるため，気

密性を保つ必要があります。 
○ 測り取るときはできるだけ素早く測りましょう。 

 ○ タンパク質を侵します。皮膚や衣服に付かないようにします。 
 
 ウ 使うときは？ 

  ○ 調整の仕方 
水に溶かして使います。水に溶けるとき発熱するので，一度に水に溶かさず，少しずつかき混ぜ

ながら溶かしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 ○ 廃棄の仕方（p.86 参照） 

廃液は，ごく少量の場合，大量の水で洗い流します。多量の場合は，水で薄めて，塩酸などで中

和します。汚泥などの沈殿を待ち，上澄み液の液性（pH６～８）を確認して，多量の水と共に流し

ましょう。  
 
エ 気を付けよう！ 

○ 水酸化ナトリウム水溶液が皮膚や洋服に付着したときは，すぐに水で洗い，ぬめりが取れるまで

洗いましょう。その後，２％程度の酢酸水溶液で中和するとよいでしょう。（十分な水洗いをせず

に中和するとかえって危険です。） 
○ 目に入った場合は多量の水で洗い，医師の診察を受けるようにしましょう。 

水酸化ナトリウム

40ｇをてんびんで

測り取る。 

300 ㎤程度の水に，測

り取った水酸化ナト

リウムを少しずつ溶

かす。 

 

水を加えて，全量を

500 ㎤にする。 

市販の水酸化ナト

リウムを使って２

Mの水溶液を500㎤

作る場合 

水酸化ナトリウム

４ｇをてんびんで

測り取る。 

市販の水酸化ナト

リウムを使って

0.2M の水溶液を

500 ㎤作る場合 

○ 保存の仕方 
 調整した水溶液やそ

の使い残りの保管には，

ポリエチレン容器を使

います。ガラス容器に保

存する場合は，ふたはゴ

ム栓にします。ガラス栓

だと，栓と容器が腐食し

溶着してしまいます。 
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(10) アンモニア水（NH3） 
ア 教科書では？ 

○ ６年「水よう液の性質」 
・ アルカリ性を示す水溶液として使います。 

 

イ どんな薬品？(p.85 参照) 

○ 強い刺激臭のある大変水に溶けやすい無色の気体(アンモニア)が

水に溶けた試薬です。揮発性をもち，弱アルカリ性を示します。10％

を超える濃度のものは劇物として扱います。 
 

ウ 使うときは？ 

○ 調整の仕方 
・ アルカリ性が強く刺激臭があり，目や手の粘膜を侵すので，閉め切った室内では作業をしない

ようにしましょう。においは，手であおいでかぎ，直接鼻を近付けないようにしましょう。 
・ 薬品びんを開けるときは，中の圧力で気体と共に液が噴き出してくることがあるので注意しま

しょう。薬品びんのふたを取るときは，人のいない方に向けましょう。 
・ 薄めるときに発熱します。（水酸化ナトリウムほどではありません） 

 
 
 

 
 

○ 保管の仕方 
・ 揮発性の塩酸とアンモニア水とは，アンモニウム塩を生じて器具庫 

のガラスを曇らせるので，両方の液は離して冷暗所に保管しましょう。 

・ ポリエチレンの容器だと蒸発することがあるのでガラスの容器に入 

れておきましょう。 

・ 加熱すると気体アンモニアが発生するので，密閉して冷暗所に保存しましょう。(アンモニア

水は冷蔵庫に保管しましょう)  
○ 廃棄の仕方（p.86 参照） 
・ アンモニア水の廃液は，アルカリ性廃液用のポリタンクに貯めておきます。後で塩酸などの酸

廃液と混合してｐＨ６～８になるように中和してから多量の水で薄めて流します。 

 

エ 気を付けよう 

○ アンモニアを吸引してしまった場合，新鮮な空気のあるところに移し，新鮮な空気を吸わせて安

静にさせます。 

○ アンモニア水が皮膚に付いた場合，多量の水で洗った後，希酸(酢やレモン水など)で中和します。 

○ この水溶液はタンパク質を溶かします。特に目に入らないように注意しましょう。 

15M アンモニア水 67

㎤をメスシリンダー

で測り取る。 

300 ㎤程度の水に，測

り取ったアンモニア

水を加える。 

水を加えて，全量を

500 ㎤にする。 

29％(15M)アン

モニア水を使っ

て２Mの水溶液

500 ㎤作る場合 
 

 

アンモニア水 

水 


